
５ 広報　ひがしちちぶ

　上ノ貝戸地区（大内沢）はかつて耕作放棄地が問題視されており、
これを解消するため同地区内の各農家が協力する形で上ノ貝戸集
落協定が結ばれました。
 そこから、集落全体で耕作放棄地の解消に取り組むとともに、花
桃などの花きを植栽し、現在の花桃の郷が生まれました。

会長　 眞下均さん    （中）
副会長 眞下大生さん（右）
副会長 神田奬さん　（左）

花桃の郷管理組合

　

耕
作
放
棄
地
に
花
桃
等
を
植

え
始
め
て
25
年
。
今
で
は
約

３
２
０
０
本
も
の
花
桃
等
が
春

を
彩
り
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

花
桃
の
郷
管
理
組
合
で
は
、

花
き
研
究
会
や
技
術
者
の
協
力

を
得
て
生
産
・
出
荷
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
「
荒
れ
て
い
た
耕
地
の

草
刈
り
や
整
地
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
よ
。
」

　

今
も
花
桃
を
守
る
た
め
、
草

刈
り
や
枝
の
手
入
れ
を
欠
か
し

ま
せ
ん
。
訪
れ
る
方
々
か
ら
の

協
力
金
は
苗
木
の
購
入
や
観
光

ト
イ
レ
整
備
な
ど
に
活
用
し
、

地
域
観
光
の
充
実
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

花
桃
が
咲
か
せ
た
地
域
の
絆

　

過
疎
化
が
進
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中
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世
代
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代
の
難
し
さ
は
深
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で
す
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桃
の
郷
管
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組
合
で
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10
年
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も
続
け
ら
れ
る
の
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」
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い
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が
あ
り
ま
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が

仕
事
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学
で
村
を
離
れ
、
次

の
担
い
手
が
少
な
く
な
る
一
方

で
、
手
入
れ
を
怠
れ
ば
草
が
伸

び
、
猪
や
鹿
の
被
害
が
起
き
る
。

辞
め
る
の
は
簡
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検
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「
ふ
る
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と
に
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し
を
し

た
い
」
「
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を
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り
上
げ
た

い
」
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な
想
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が
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私
た
ち

の
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。
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を
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し

み
に
訪
れ
る
人
々
の
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顔
や

「
き
れ
い
だ
ね
」「
ま
た
来
た
い
」

と
い
う
言
葉
が
、
何
よ
り
の
喜

び
。
こ
れ
か
ら
も
花
桃
の
郷
を

守
り
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
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せ
た
い
、
ふ
る
さ
と
の
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顔

る
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々
が
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こ
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、
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は
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て
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す
。
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れ
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。
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落
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葉
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。

守
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を
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
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な
げ
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い
き
ま
す
。
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れ
か
ら
も

ふ
る
さ
と
に
で
き
る
こ
と
を
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１_ 村の春がやってきた - 色鮮やかな花桃の郷
２・３_ 草を刈って、花桃等を植える - 耕作放棄地の解消活動時の様子
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